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マスター タイトルの書式設定

海賊版被害の実情
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マスター タイトルの書式設定海賊版被害の実情︓漫画等
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マスター タイトルの書式設定海賊版被害の実情︓ファスト映画
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アカウント数

投稿動画数

総再⽣回数

推定被害額

55アカウント

約2100

4億7700万回以上

956億円相当

CODA調べ



マスター タイトルの書式設定海賊版被害の実情︓巨⼤海賊版サイト閉鎖後の最新状況

4出典︓総務省インターネット上の海賊版サイトへのアクセス抑⽌⽅策に関する検討会（第8回）配布資料『 巨⼤海賊版サイト閉鎖後の最新状況（ABJ）』



マスター タイトルの書式設定参考︓コミック市場推移

5出典︓出版科学研究所『出版指標 年報 2022年版』（https://shuppankagaku.com/statistics/comic/）



マスター タイトルの書式設定

海賊版対策の実績
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マスター タイトルの書式設定海賊版対策の実績（⼭⽥太郎）

③

2020年著作権法改正
Ø ネット上の⾃由に最⼤限配慮した形での侵害コンテンツDL違法化
Ø リーチサイト規制の導⼊
Ø ダウンロード型の漫画海賊版サイトの減少

①

外国会社の登記の徹底
Ø YouTube等の海外プラットフォーマーへの裁判⼿続は海外送達に時間がかかる
Ø しかし、⽇本において外国会社の登記がされていれば国内送達が可能
Ø 外国会社の登記をすべき企業に対して法務省から⼿続を指導

②
海賊版サイト運営者特定のための発信者情報開⽰制度の改善
Ø 2020年の省令改正によって開⽰情報に「電話番号」を追加
Ø 2021年のプロ責法改正によって迅速な開⽰のための新たな裁判⼿続を創設



マスター タイトルの書式設定⾃⺠党︓海賊版対策のための著作権法改正に関する申し⼊れ
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マスター タイトルの書式設定侵害コンテンツDL違法化（刑事）の範囲

9Copyright ⼭⽥太郎事務所
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マスター タイトルの書式設定2020年著作権法改正︓①リーチサイト対策
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マスター タイトルの書式設定2020年著作権法改正︓②ダウンロード違法化
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マスター タイトルの書式設定発信者情報開⽰の問題点（海賊版対策に関して）

出典︓⾃⺠党「デジタル社会実現に向けての知財活⽤⼩委員会」 2020年5⽉13⽇資料より

• 裁判所が「侵害に係る」要件を限定的に解釈し開⽰されるIPアドレスやタイムスタンプが狭すぎる例がある
→ 法4条についての解釈の明⽰等（解釈では限界がある場合は法改正）
※ 東京地裁では保全部と知財部で判断が異なり、後者が特に限定的に解釈しているとの指摘有り

• IPアドレスとタイムスタンプのみでは発信者が特定できない例がある
→ 省令の改正（電話番号の追加、限定列挙ではなく例⽰列挙への転換等）

• プロバイダが把握している⽒名・住所等が真正なものでない例がある
→ 特定電気通信役務提供者への契約締結時の本⼈確認の義務付け等
• ⾮協⼒的なプロバイダーの「保有していない」との主張を裁判所がそのまま採⽤する例がある
→ 「保有する」要件の解釈の⾒直し等（解釈では限界がある場合は法改正）

海賊版サイトの運営者にたどり着けない

• 任意開⽰に応じないプロバイダに裁判⼿続をとると時間もお⾦も⼿間もかかる
→ 任意開⽰の促進（ガイドラインの充実等。特に、著作権侵害の際に適法に任意開⽰できる事例等）
※ 法改正も検討（公衆送信権侵害等の場合に発信者からの意⾒聴取を不要とする、開⽰した場合の免責を新設する等）
→ 損害賠償や差⽌めの請求の前提であることを踏まえた発信者情報開⽰の仮処分・訴訟の迅速化・簡素化
※ ⺠事訴訟全体の問題として、匿名訴訟の制度や強制令状の制度等についても検討
→ プロバイダが海外事業者の場合に送達⼿続等にかかる時間の短縮等

発信者情報開⽰の⼿続に時間・費⽤・⼿間がかかる

• プロバイダが海外事業者の場合に準拠法や管轄等を理由に⽇本での裁判⼿続に応じない例がある
→ ⽇本においてサービスを提供する海外のプロバイダについて外国会社の登記の徹底（会社法817条以下、933条以下）等
※ 今国会に提出されている電気通信事業法改正案が成⽴すれば、外国法⼈等は国内代表者等の指定義務を負い、実効性が確保される
→ 海賊版対策における国レベル及び⺠間レベル国際連携・国際協調の促進等

海外のプロバイダが⾮協⼒的な場合に⽇本法の実効性がない

知財戦略調査会 ⼩委員会



マスター タイトルの書式設定発信者情報開⽰制度の改正︓電話番号の追加（省令改正）
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マスター タイトルの書式設定発信者情報開⽰制度の改正︓新たな裁判⼿続の創設（法改正）
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マスター タイトルの書式設定外国会社の登記の徹底
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⽇本国内で法⼈登記をしていなかった
⽶グーグルや⽶マイクロソフトが、法
務省の再三の要請に応じる形で、よ
うやく登記を済ませた。インターネット上
で情報発信や通信販売などの場を提
供する「デジタルプラットフォーマー」であ
る⼤⼿ＩＴ企業を巡っては、影響⼒
の⼤きさに対して「情報開⽰や顧客保
護が不⼗分だ」との指摘が根強い。今
回の登記も、透明化に向けた⼀歩と
いえそうだ。（以下略）

出典︓産経新聞「透明化に向けた⼀歩 グーグル、ＭＳが初の法⼈登記」2022年7⽉25⽇

出典︓NHK「登記義務守らない外国会社7社 義務違反で地裁に通知 法務省」2022年7⽉1⽇

⽇本で事業を⾏う「外国会社」をめぐり、会社法で定められた登記の申請を⾏う意思を⽰さな
いIT事業者7社について、法務省は義務違反だとして、東京地⽅裁判所に通知しました。
法務省が登記を⾏わない「外国会社」に対し、過料を科すべきだとして裁判所に通知するの
は初めてです。
法務省は⽇本で事業を⾏う「外国会社」について、会社法で定められた登記の義務を徹底す
る必要があるとして、順守していないとみられるIT事業者48社に対し、去年12⽉から登記を
促す⽂書を発出するなどして、申請を⾏うよう促してきました。
しかし、その後も対応に進展がみられず、登記の申請を⾏う意思を⽰さないIT事業者7社に対
し、法務省は6⽉30⽇付けで義務違反だとして東京地⽅裁判所に通知しました。
法務省が登記を⾏わない「外国会社」に対し、過料を科すべきだとして裁判所に通知するのは
初めてです。
法務省によりますと、これまでに登記の申請を促したIT事業者48社のうち、10社は登記を完
了するなどしたか、電気通信事業を廃⽌して申請が不要になったということで、登記に⾄ってい
ない31社についても、引き続き申請を⾏うよう求めることにしています。



マスター タイトルの書式設定⾃⺠党︓知的財産戦略調査会（2020年）
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1. インターネット上の海賊版対策について
・知財分野の訴訟⼿続・情報開⽰⾒直し検討
・海賊版対策の国レベルの国際協調の強化
・公的裏付けをもった海賊版対策組織

2. コンテンツの利活⽤について
・次世代デジタル著作権の確⽴（短期・中⻑期）
・著作権DBの整備（含 隣接権者への配分）
・販売⽬的プラットフォーム整備⽀援



マスター タイトルの書式設定⾃⺠党︓知的財産戦略調査会（2021年）

17

1. デジタルコンテンツの利活⽤について
・次世代デジタル著作権の確⽴までの⼯程表の作成
・権利情報データベースの整備
・簡素で⼀元的な権利処理を可能とする⽅策の検討
・新しい権利管理や利益分配モデルの社会実装の検討
・⽇本のコンテンツの海外展開⽀援
・国会図書館から利⽤者への絶版商業雑誌（現に流通している単⾏本への
影響が⼤きいものは除く）及び絶版漫画の送信の実現

・デジタルアーカイブ社会実現に向けた政府実施計画の作成及び予算措置
・デジタルアーキビストの国家資格創設の検討

2. インターネット上の海賊版対策について
・発信者情報開⽰制度の継続的な改善
・⽇本において事業を⾏う海外のプロバイダに対する外国会社の登記の徹底
・外国の裁判所での法的⼿続を補助する仕組みづくり
・⽇本の捜査機関が効果的な国際連携により主体的に捜査を⾏うことが
できる環境の整備

・⼗分な予算措置による官⺠共同での集中的・効果的な取締り
・公的裏付けをもった海賊版対策組織の強化

3. 国会のDXについて
・⽴法⽬的の公衆送信を可能とする著作権法42条改正等の検討
・国会審議映像のSNS投稿等を可能とする同法40条改正等の検討



マスター タイトルの書式設定⾃⺠党︓知的財産戦略調査会（2022年）
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⑴ 現状・問題意識
国際的な知財紛争が引き続き激化する中で、知財紛争の解決や権利救済

のための環境整備が重要である。我が国では、これまでも査証制度の導⼊
や損害賠償額の算定⽅法の⾒直し等が⾏われてきたが、知財紛争解決や権
利救済に向けた更なる環境整備を求める声も依然として存在する。加えて、
標準必須特許の紛争解決に関して、中国が⾃国のルールを適⽤させる姿勢
を強めるなど、ルール形成を巡るグローバルな主導権争いも激化している。
また、海外の海賊版サイトによる被害は、⼀部の⼤型海賊版サイトの閉

鎖後も、後継サイトの被害が後を絶たず、国内での取組みとともに、国際
連携・国際執⾏の強化が⼀層求められる。このような中、令和2年改正著
作権法の施⾏や、⽇・ベトナム刑事共助条約の交渉妥結は⼤きな前進であ
る。引き続き、海賊版サイト撲滅に向け、対策を進めていくことが必要で
ある。

⑵ 提⾔
① 知財が侵害された際の知財訴訟・権利救済制度に関連して、権利侵害
や知財紛争の状況、我が国でこれまで講じられた施策（査証制度、損害
賠償額算定⽅法の⾒直しなど）の運⽤状況と評価、諸外国の制度・運⽤
等について検証し、必要な対応を検討すべきである。

② インターネット上の海賊版による被害拡⼤を防ぐため、令和2年改正
著作権法等を踏まえた取組や国際連携・国際執⾏の強化とともに、関
係府省が連携しながら、国際的な取締・対応に向けての連携を強化する
など更なる取組を推進すべきである。



マスター タイトルの書式設定

海賊版対策の成果
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マスター タイトルの書式設定海賊版対策の成果（官⺠連携）

③

ファスト映画の刑事訴訟&⺠事訴訟
Ø 2021年11⽉16⽇、仙台地裁にて、ファスト映画を公開していた3名に有罪判決
Ø 2022年5⽉19⽇、東京地裁に、上記3名に対する5億円の損害賠償請求訴訟を提起
Ø 2022年5⽉19⽇、仙台地裁にて、別の1名にも有罪判決（控訴中）

①

リーチサイトの摘発
Ø 2020年11⽉19⽇、京都府警が、海賊版AVのリーチサイトを摘発（全国初）
Ø 2022年1⽉24⽇、警視庁が、海賊版AVのリーチサイトを摘発（警視庁初）
Ø 2022年2⽉2⽇、群⾺県警が、⼀般作品のリーチサイトを摘発（⼀般作品初）等

②
漫画BANKの閉鎖&摘発
Ø 2021年11⽉、出版4社が法的⼿続に乗り出したことによって閉鎖
Ø 出版4社がCDOAに対処を要請し、CODAより中国⾏政当局に⾏政処罰の申⽴て
Ø 2022年6⽉、中国⾏政当局が重慶市在住の運営者に対し罰⾦約60万円の⾏政処罰



マスター タイトルの書式設定

ファスト映画
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マスター タイトルの書式設定ファスト映画︓中⼼⼈物の刑事責任(2021年11⽉16⽇判決)

2222

中⼼⼈物A ・・・ 懲役2年及び罰⾦200万円（懲役刑について執⾏猶予4年）

中⼼⼈物B ・・・ 懲役1年6⽉及び罰⾦100万円（懲役刑について執⾏猶予3年）

中⼼⼈物C ・・・ 懲役1年6⽉及び罰⾦100万円（懲役刑について執⾏猶予3年）

【量刑の理由】
被告⼈に不利な事情
・ ファスト映画の作成及び公開は、映画の著作権者が正当な対価を収受する機会を失わせ、
映画の収益構造を破壊し、ひいては映画⽂化の発展を阻害しかねないものであり、厳しい⾮難に値する。

・ 被告⼈らは、役割を分担し、常習的、職業的に著作権侵害を⾏為を繰り返す中で各犯⾏に
及んでいる。

・ 著作権を侵害された著作権者は21社にのぼり、各動画の再⽣回数に照らすと、その被害額も
相当多額になることが窺われ、結果は重い。

・ 各犯⾏は動画の再⽣回数に応じた広告収⼊⽬当てで敢⾏されたものであり、利欲的な犯⾏に
酌むべき事情はない。
被告⼈に有利な事情
・ ファスト映画の作成及び公開について、これまで刑事責任が問われた事例はなかった



マスター タイトルの書式設定ファスト映画︓中⼼⼈物の⺠事損害賠償(訴訟提起中)
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中⼼⼈物 ・・・ 損害賠償額約20億円（うち5億円を⼀部請求）

原告
13社
アスミック・エース株式会社 / 株式会社KADOKAWA / ギャガ株式会社 / 松⽵株式会社 / 株式会社TBSテレビ / 東映株式会社 / 
東映ビデオ株式会社 / 東宝株式会社 /⽇活株式会社 / ⽇本テレビ放送網株式会社 / 株式会社ハピネットファントム・スタジオ / 
株式会社フジテレビジョン / 株式会社WOWOW

被害作品
54作品
アイアムアヒーロー / アオハライド / 悪の教典 / ⽝神家の⼀族(2006) / ⽝と私の10の約束 / 
ウルルの森の物語 A Tale of Ululu's Wonderful Forest / 映画 ホタルノヒカリ / エイプリルフールズ / おくりびと / 俺物語!! / 
葛城事件 / 神さまの⾔うとおり / かもめ⾷堂 / 感染列島 / 君の膵臓をたべたい / 凶悪 / 桐島、部活やめるってよ / 
九⽉の恋と出会うまで / 恋は⾬上がりのように / 告⽩ / 孤⾼のメス / こんな夜更けにバナナかよ 愛しき実話 / サバイバルファミリー / 
散歩する侵略者 / 謝罪の王様 / シン・ゴジラ / ステキな⾦縛り / スマホを落としただけなのに / 3D彼⼥ リアルガール / 
それでもボクはやってない / 太平洋の奇跡 －フォックスと呼ばれた男－ / ツナグ / 冷たい熱帯⿂ / 帝⼀の國 / 
デスノート、デスノート the Last name /東京喰種 トーキョーグール / 22年⽬の告⽩-私が殺⼈犯です- / 
本格科学冒険映画 20世紀少年 第1章 終わりの始まり / ⽇本で⼀番悪い奴ら / 花宵道中 / ⽕花 / 百円の恋 / ビリギャル / 
ブタがいた教室 / 蛇にピアス / ヘルタースケルター / ぼくは明⽇、昨⽇のきみとデートする / 真夏の⽅程式 / ミックス。 / モテキ / 
⼋⽇⽬の蝉 / 容疑者Xの献⾝ / 私の男 / 藁の楯
※ 同じ作品を別のチャンネルで公開しているものもあり、64URL
※ 再⽣数合計︓10,274,711回

被害額
約20億円
※ 再⽣回数×「著作権の⾏使につき受けるべき⾦銭の額に相当する額」



マスター タイトルの書式設定ファスト映画︓ナレーション担当の⺠事損害賠償(訴訟外の和解)
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ナレーション担当 ・・・ 損害賠償額1000万円以上

映画を勝⼿に短く編集してネットで公開する不正な動画、いわゆる「 ＃ファスト映画 」。
ナレーションを担当し、書類送検された２０代の男性。
和解の⾦額は１０００万円以上。きっかけはオンラインゲームでした。
・・・
「ファスト映画」とは映画を１０分ほどに編集した不正な動画のこと。
今も約１８０本が視聴できる状態になっています。
被害額は９５６億円以上と試算されています。
６⽉と７⽉には警察が著作権法違反の疑いで男⼥５⼈を摘発。このうち書類送検された男性は・・・。
・・・
男性はやりとりするうちにファスト映画のナレーションを頼まれたといいます。法律違反ではないか聞くと、男は弁護⼠にも相談したと回答。
安⼼した男性は７０本ほどナレーションを担当し、謝礼⾦約１０万円を受け取りました。しかし・・・。
・・・
ナレーションを担当した男性︓
「４⽉くらいですかね、警察が来て。処分がどうなるんだろうとか、捕まるのかなという不安。ＩＦ（もしも）を枝分かれするように辿って、
どれを辿っても絶望・・・」
・・・
映画会社のうちの１社とは和解しましたが、賠償⾦は１０００万円以上。「働きながら分割で払う」といいます。
ナレーションを担当した男性︓
「しっかりと⾃分で調べずに⼈の⾔葉を信じてしまって、⽢い考えでやってしまった。そこがダメな点ですね」

著作権を保護する団体はすでに削除されたファスト映画も含め、厳しく対応する⽅針です。

出典︓TBS NEWS

https://www.youtube.com/watch?v=ApH0qhyJSVA


マスター タイトルの書式設定

ゆうきまひろ（中島博之弁護⼠）
単⾏本第1~3巻 発売中!!
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マスター タイトルの書式設定弁護⼠・亜蘭陸法（あらん・りくのり）は漫画家になりたい
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『弁護⼠・亜蘭陸法は漫画家になりたい』
原作:ゆうき まひろ 漫画:武村 勇治
⼩学館の漫画アプリ「マンガワン」で週刊連載中（⾦曜⽇更新）。
https://manga-one.com/title/1812/

⼩学館のオリジナル漫画を
毎⽇配信


